
文教育学部の目的 

第 3条の 2 文教育学部は、人文・社会科学系の学問を中心に、講義、演習、実

験、実習等の多様な授業を通じて、学術研究のための確かな基礎と、国際的に

通用する問題発見能力、情報処理能力、問題解決能力、コミュニケーション能

力を備えた人材を養成することを目的とする。 

2 前項の目的を達成するため、前条第 2項に定める文教育学部各学科の目的

は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 人文科学科  

 人文科学科は、人類の様々な歩みの中の現象を広く文化として捉え、深く

幅広い知識を修得し、それらに立脚したオリジナルな問いを自ら見つけだし、

必要な資料・データをねばり強く収集・整理した上で、独自の論理を築きあげ

る総合的な力を有する人材を養成する。 

(2) 言語文化学科  

 言語文化学科は、人間の言語活動や様々な言語表現の本質について深い知

見を有するような人材、また、個々の言語に関して高い運用能力を有するよう

な人材、更には各言語圏に固有の文化とそれら相互間の交流について幅広い知

識を有するような人材を養成する。 

(3) 人間社会科学科  

 人間社会科学科は、社会学、教育科学、心理学の幅広い基礎知識、深い専

門的及び応用的知識を習得し、人間に対する深い理解に基づき、世界的視野に

立って社会の広い分野において主導的役割を果たすことができる人材を養成す

る。 

(4) 芸術・表現行動学科  

 芸術・表現行動学科は、音楽や舞踊に代表される芸術及び表現行動を理論

的研究と実践の両面から追求し、現代的問題への対応に適用できるような人材

を養成する。 


